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１．研究計画の概要 

近年、有機超伝導に代表される伝導性有機
化合物の応用展開は多様性を増してきてお
り、特に、セレン、イオウ、窒素、テルルな
どの孤立電子対を有するヘテロ環化合物は、
それらの電子状態に基づいた新機能を有す
る魅力的な研究対象であるだけでなく、材料、
医療といった精密合成を必要とする学問領
域の発展には欠くことのできない構造体と
なっている。しかし、ヘテロ原子を複合化さ
せた材料開発は、その合成の複雑さ、困難さ
から普遍的な製造法が確立されておらず、ヘ
テロ元素含有パイ共役系分子の効率的な創
生がこの分野の発展に大きな意義を持つと
考えられる。本研究では、これまでに開発し
てきた遷移金属触媒、光照射によるヘテロ原
子複合同時導入法を駆使し、新規ヘテロ原子
複合発光材料の創生を行うものである。 

 
２．研究の進捗状況 

アセチレン骨格へのヘテロ元素導入につ
いては、イオウ、セレン、テルル、窒素、リ
ンの選択的な導入が可能となっただけでな
く、これらの元素の複合導入についても良好
な結果を得た。さらに、光物性、電子移動特
性について検討を行うために、従来の低分子
に加え、フェロセン、ポルフィリンなどに本
複合導入法を適用した結果、これら複雑な機
能性骨格に対しても反応が良好に進行する
ことを見出した。ポルフィリン骨格を持つ化
合物からは、イオウ－セレン、イオウ－テル
ル、セレン－セレンなどの組み合わせによる
同時導入の結果、吸収波長の長波長シフトが

観測され、１６族ヘテロ原子の複合導入によ
る光物性の変化を系統的に捉えることに成
功した。さらに、フェロセン骨格を持つ化合
物からは、複合導入化合物の酸化還元電位が
アノードシフトすることを確認し、系統的な
酸化還元電位の変化から、共役系と連接した
ヘテロ原子が物性に大きく影響を及ぼすこ
とが明らかとなった。 

これらの複合系を展開し、含窒素化合物の
複合同時導入反応を達成した。また、リン－
ヨウ素複合系を利用した選択的ビニルヨー
ジドの合成も可能となった。 
ベンゼン骨格を有するアセチレンへの選

択的なイオウ導入を行った化合物について
は、高分子量体で大きな発光を観測した。こ
れに基づき、イオウ部位のカチオン化によっ
て、光機能の増加を図った。具体的には、ビ
ニルスルフィドのイオウ部位に対してメチ
ル化を行ったところ、カチオン化を行ってい
ない化合物に比べると、発光量は６倍に増大
する結果を得た。 
 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している。 
（理由）研究計画に沿って、イオウ、セレン、
テルル、窒素などから構成されるヘテロ環化
合物元素を複合化させた広範な共役系を有
する新規ヘテロ原子複合発光材料を作り出
すことができるようになり、ヘテロ元素の導
入に基づく発光現象を、光化学、電気化学的
考察とともに明らかにすることが可能とな
った。この研究の中で、イオウを含む高分子
量体が大きな発光特性を有し、位置選択的な



合成反応が容易であることが明らかとなっ
た。さらに、ヘテロ元素のカチオン化が発光
量に強い影響を与えることも判明し、当初の
計画以上の新事実が明らかとなりつつある。 
 
４．今後の研究の推進方策 

これまでに得られた知見をもとに、研究計
画に従って、ベンゼン骨格を有するヘテロ元
素含有共役系高分子の金属配位による蛍光
特性を明らかにし、実用的発光材料への展開
を検討している。これに加え、イオウ、セレ
ン、ヨウ素など、日本での産出量が多い元素
群を取り入れた共役分子系の特性発現と、こ
れらの複合ヘテロ元素化合物とベースメタ
ルとの配位特性、および発光特性について調
査する予定である。 
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